
宅
在
費
門
が
こ
の
‘
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

一
し
た
る
を
以
て
、
目
。
て
猷
韓
寺
に
住
し
た
。
耐

4
一
E
由

記

一

mm。
割
出

R
喧
の
庖
躍
世
、
安
永
九
年

一
方
自
円
で
あ
る
。
園
陸
の
童
揮
場
古
圃
に
は
.
量
百

カ
ナ
ヤ
ヨ
テ
ン
亀
谷
淘
慰

金
持
械
の
西
方
に
一
一
民
寺
自
ら
支
ふ
る
能
は
ざ
る
を
以
て
、
謹
に
闘
賞
青

一
二
月
八
日
金
谷
御
殿
に
於
い
て
、
高
田
苔
離
が
中
村

一
出
丸
の
地
が
書
〈
町
地
で
、
其
の
頃
は
主
苔
門
白
謹

接
慢
す
る
出
丸
に
金
谷
の
地
が
あ
る
。

初
め
金
屋
町
一
山
崎
し
て
切
の
一
小
院
に
泡
き
、
児
科
川
十
句
集
め
て
句
組

一
瓜
右
衛
門
者
殺
将
し
、
次
い
で
自
A
宥
命
ぜ
ら
れ
た

一
が
道
路
で
あ
っ
た
と
い
は
れ
る。

と

m
L、
民
家
の
を
る
所
で
あ
っ
た
が
、
前
回
綱
紀

一
そ
袋
け
、
以
て
期
日
の
資
に
充
て
た
O

古
川
臨
終
に
起

一
次
第
ψ
叙
し
て
あ
ろ
。

一

カ
ナ
ヤ
モ
ン
ゼ
ン

金
谷
門
前

金
谷川出
般
の
摘

の
立
文
の
切
に
去
っ
て
金
谷
文
仰
の
設
也
が
あ
b
、
一
仁
寺
の
愉
祷
に
m
b
、
銃
衣
脅
勅
泊
せ
ら
れ
る
宮
で

一

カ
ナ
ヤ
ノ
イ
ツ
ポ
ン
マ
ツ
金
患
の
一
本
松

能

一
方
表
門
は
、
川
県
形
御
眠
門
と
制
射
し
て
ゐ
た
。
，
J

ーの

紅
白
九
年
三
月
に
は
啓
院

-uv樹
・馬
記
亦
成
b
、
そ
了
的
っ
た
が
、
砕
し
て
赴
か
な
か
っ
た
o
川
約
六
年
間

決
市
念
日
間
に
あ
ろ
白
山
枇
邸
内
の
老
松
で
、
棋
部
七

一
南
門
前
町
府
裂
を
、
金
谷
御
門
前
と
も
御
厩
御
門
前

の
出
院
青
山内抑
制
の
註
町
、
苧
樹
を
馬
場
の
お
γ

と
呼
ん
?
且
寂
。
年
四
十
回
。

一
米
沢
、
胸
前
回
米
九
。
地
上
凶
米
抗
で
三
幹
に
分
か

一
と
も
い
う
た
o

こ
L

に
在
っ
た
巨
松
を
大
御
殿
敷
附

だ
こ
と
が
見
え
る
o
次
い
で
写
保
十
九
年
五
且
什
六
一

カ
ナ
ヤ
タ
ケ
ヒ
サ

金
谷
健
筒
辺
都
県
十
郎

・
↑
れ
る
が
、
そ
の
部
分
が
特
に
太
〈
、約
七
米
一
品
あ
る
。

一
の
古
木
だ
と
い
う
て
ゐ
た
が
、機
務
の
際
伐
採
し
た
。

目
前
凶
吉
徳
は
金
谷
御
新
宅
を
巡
見
し
た
こ
と
、
問

τ奥
左
衛
門
・左
近
・
依
太
夫
。
天
明
四
年
謎
ハ
火
勝
生
街

↑
こ
の
松
は
町
村
の
肝
熊
一
郎
右
衛
門
の
佼
仁
右
衛
門
一

カ
ナ
ヤ
ヨ
ウ
ス
ケ

金
屋
周
助
』
ゴ
ト
ウ
ヨ
ウ

年
六
且
十
六
日
に
は
金
谷
限
式
終
成

L
て
前
田
宗
辰

一
門
の
越
知
二
百
石
を
間
関
ぎ
、
江
戸
御
作
郎
府
中
行
・
内

一
が
、
政
郷
か
ら
験
抹
の
松
脅
泊
し
た
中
の
一
で
、
そ

一
ス
ケ
後
際
問
助。

之
に
修
従
し
た
と
い
ふ
こ
と
か
ら
い

へ
ば
、
こ
の
時
一
作
事
事
行
宇
錦
、
文
化
六
年
荒
十
石
特
加
へ
‘
次
第

一
れ
は
今
か
ら
一

一引
除
年
前
の
こ
と
だ
と
似
へ
る
。

一

カ
-
一
イ
ケ

蟹
泡

同一事
…初
沢
十
恩
に
在
る
o
能

川
正
に
殴
築
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
後
間
川
和
六
年
前

一
に
界
逃
し
て
御
先
手
一間
余
改
作
奉
行
に
雫
り
、
天
保

一

カ
ナ
ヤ
ヒ
コ
シ
ロ
ウ

金
屋
彦
四
郎

金
持
家
柄

一
号
誌
に
、
『
一
台
十
里
村
に
町
野
川
の
淵
跡
と
て
、
今
鍍

削
治
仰
の
怨
俗

L
て
組
中
勝
興
寺
よ
b
m
る
や
亦
之

一
六
年
九
月
十
六
日
六
十
七
厳
令
以
て
脱
し
た
。

一
町
人
の
一

人。

そ
の
嗣
は
出
燃
氏
の
波
間
丹
後
で
あ

一
地
と
呼
ぶ
拙
あ
り
。
官
般
山
と
い
ふ
に
大
き
成
陛
伎

や

-mumと
し
、
貸
隠
九
年
二
，
丸
御
殿
の
焼
失
後
は
一

カ
ナ
ヤ
h
F
ケ
ヒ
デ

金
谷
武
英
逝
構
多聞
けO

父

一
る
と
い
ひ
、
飯
氏
合
回
向
し
た
o
彦
凹
郎
一
は
元
和
六
年

一
て
人
を
取
し
て
弘
法
大
脳
法
力
青

U
て
退
散
せ
し

山
間
距
敬
之
に
府
た
o
明
利
八
年
一
定
教
致
仕

L
、
享

一
は
飽
向
。
文
政
=
一
年
経
校
説
師
御
阪
と
な
り
、
次
い

一
一
掃
の
銀
座
青
命
ぜ
ら
れ
、覧
永
二
十
年
ま
で
勤
務
し
、
一
に
、
且
(
般
此
地
に
大
石
と
成
、
色
々
慨
奥
を
な
す
放

利
二
年
三
且
治
術
の
隠聞
出
し
た
後
に
、
訓
び
に
こ
ム
一
で
助
政
御
版
加
入
に
泌
み
、
文
政
七
年
新
帯
に
列
し

一
同
十
一

一周
十
一台
日
即
日
。
子
山
田
四
郎
之
脅
綴
ぎ
、
覚
文

一
に
池
を
開
む
と
な
り
o
今
も
此
池
青
山
努
て
石
特
町
四
す

に
在
っ
た
。
文
化
五
年
二
，
，
丸
御
殿
の
俄
け
た
時
は
一
て
助
政
加
人
と
な
り
、
天
保
三
年
前
川
狩
濃
の
子
阻
止

一
六
年
退
胞
の
徒
丈
仁
と
蹴
し
た
。
丈
「
ぃ
総
は
仙
沼
紛
、

一
と
、
必
抑
制
雨
し
て
百
日
も
不
ν

止
と
い

へ
b
o
nE
は

前
凶
野
郎
之
に
入
り
、
元
治
前
後
前

m問世間
申の
品川
嗣
一

之
助
の
御
抱
守
加
入
に
任
じ
、
軍
年
そ
の
逝
去
に
依

一
時
脅
以
て
大
夫
奥
村
防
副
剛
容
と
交
'り、

金
城
市
人
中

一
金一岡
村
窃
に
あ
る
な
り
。
』
と
あ
る
。

で
あ
っ
た
時
も
こ
-L
に
住

L
、
閉
回
路
二
年
四
且
前
回
一
っ
て
御
近
封
殺
加
入
に
榔
じ
、
七
年
矢
の
治
知
二
百

一
騒
客
た
る
先
縦
そ
若
け
、
元
隊
十
年
十
二
且
十
三
日

一

ヵ
-
一
ウ
ラ

蟹

滞

珠

洲
郎
の
笛

ω名
。
郎
安
五

狩
竣
致
仕
し
て
一史
に
民
室
を
密
ん
だ
が
、
明
治
四
年
一
首
会十
石
そ
製
ぎ
、
御
近
討
番
本
役
・
則
前
御
近
討
御

一
裂
し
た
。
そ
の
家
は
初
め
金
谷
出
丸
の
地
に
あ
っ
た

一
年
五
月
二
十
三
日
の
文
部
に
正
院
郷
之
内
録
制
と
あ

九
月
そ
の
東
京
に
拶
住
し
た
後
に
及
ん
で
之
を
設
っ
す
同
等
に
な
っ
た
。
武
英
に
賢
良
公
子
夜
話
・
岐
蕊
紀

一
が
、
下
町
一附
に
斡
じ
、
廷
に
策
町
に
移
っ
た
。

一
る
が
、
こ
の
地
名
は
今
存
せ
ぬ
。
能
脅
志
微
に
今
の

た
。
今
厄
山
跡
祉
の
を
る
防
は
即
ち
そ
の
川
副
社
で
あ

一
行
等
の
詰
が
あ
る
。

一

カ
ナ
ヤ
ブ
ン
コ

金
谷
支
庫
前
川
綱
紀
の
創
ホ

一
川
捕
の
こ
と
で
、
カ
ニ
ウ
ラ
を
後
悦
カ
ハ
ウ
ラ
と
限

る
。

一

カ
ナ
ヤ
チ
ョ
ウ

金
屋
町

金
保
の
町
布
。

金
谷

一
で
‘
念
行
出
丸
に
四
附
軒
建
築
し
、
利
泌
の
釘
籍
そ

一
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
促
す
る。

問
と
も
部
き
、
元
は
森
下
町
の
内
で
あ
っ
た
お
、
森

一
納
め
、
科
物
緊
行
が
裁
許
し
た
o
又
市
土
縦
は
こ
の

一

ヵ
-
一
サ
イ
ゾ
ウ
可
児
才
議
妥
協
凶
可
児
加
の

下
金
屋
町
と
も
呼
ん
だ
ら
し
い
。
昔
は
今
の
賂
山
一
剛

一
文
仰
の
市
に
あ
る
一
の
土
山
腕
で
、
古
今
の
珍
お
そ
納

一
益
。
年
十
二
に
し
て
利
家
に
出
張
荒
子
に
仕

へ
、
そ

枇
の
地
に
川
家
が
あ
っ
て
、
銀
座
余
底
庄
四
郎
な
ど

一
め
、防
士
山
胤
器
行
之
軒
続
し
た
。
こ
れ
ら
の
位抑
制
は
、
一
の
後
日
に
御
山内
廻
組
に
挺
し
た
。
末
森
の
役
才
一
M
亦

が
即
位
し
、

カ
ナ
ヤ
ゼ
ン
オ
ウ

金
谷
善
感
本
姓
は
中
村
、

簡
は
文
媛
、
初
め
仁
州
と
脱
し
た
。
天
保
元
年
}
乱
用

金
mm
に
住
吉
れ
、
七
年
臨
耐旧
宗
献
珠
寺
に
入
っ
て
併

と
な
っ
た
。
時
の
寺
主
を
節
外
と
い
ひ
、
大
出
間
平
八

郎
の
門
下
で
あ
っ
た
。
己
に
し
て
活
郎
瞭
槻
楼
志
の

名
を
開
き
、
続
き
て

mvば
ん
と
欲
し
た
が
、
節
外
は

そ
の
幼
な
る
を
以
て
許
さ
な
か
っ
た
。
諮
惚
乃
ち
出

奔
し
て
談
窓
の
門
に
入
り
、
従
滋
数
年
共
に
資
谷
の

一古宇・市
一ね
、
お
永
元
年
十
九
践
に
し
て
、
川
以
後
の
養

山
出
寺
に

R
b
寺
務
を
見
、
安
政
三
年
疋
且
附
節
外
寂

カ
ナ
ヤ
モ
ン

力
十
|

力
ニ

一
九
一


